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The Practices and Issues of Collaborative Online 









COIL is one of the online international collaborative learning models that started at New York 
State University (SUNY) in 2006. Currently, due to the pandemic of COVID-19, it is not 
possible to implement programs that send students abroad. Therefore, COIL is attracting 
attention as an alternative educational means to onsite -type international education programs.  
The purpose of this paper is to present an overview of the COIL-type classes that the author is 
conducting with BINUS University in Indonesia in the second semester of the 2020 academic 
year, and the issues that have become apparent during the implementation.  
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2. COIL 型授業の現状 
2.1 COIL とは？ 










併用するハイブリッド型がある。この繋がり方次第で、Skype や Zoom、Microsoft 




  日本では、2018 年度より文部科学省の大学の世界展開力強化事業において、COIL
を利用した日米間の大学協力が 10 件採択され、2022 年度まで各大学で取り組みが









2.2 COIL の学習モデル  




る。通常では短くとも 4 週間から 6 週間程度の活動期間を使い、この 3 段階をおこ
なうとしている。 
  ①の Ice Breaker では、双方の学生どうしが互いをより身近に感じるために行う
活動で、この段階でピアとしての強い仲間意識を形成していくことが次の②と③の
段階に影響するという。Skype や Zoom などで対面することが最も有効であるが、
ビデオを事前録画し、互いに閲覧することなどでも実施可能である。  
  ②の Comparison & Analysis では、同じテーマで互いの国の事情を調べ学習し、
パートナーに提供する。この情報に基づき、相違比較検証を行い、異文化への気づき
を促すのがこの段階である。 












置付ける点が SUNY における COIL 型学習モデルの特徴である、と指摘する（池田 , 
2019,p.69）。 
2.3 COIL 型の先行事例 





学も 2.1 で挙げた 2018 年度の大学の世界展開力強化事業に採択された大学である。 
2.3.1 関西大学の事例 
同大学は 2014 年度に日本国内で唯一の COIL センター(KU-COIL)を設置し、
世界展開強化事業にも採択されるなど COIL に積極的に取り組む大学である（池
田,2019,p.81）。数ある COIL 型授業の一つに、台湾の致理科技大學とアカデミッ









2018 年度から米国の大学との COIL を推進しており、NU-COIL と呼んでいる
（藤掛・山岸,2019,pp.1-6）。NU-COIL では、「ベーシック」「アカデミック」「PBL」









をより広義に捉えて、日本語 COIL、国内 COIL、通常 COIL のパターンで実践し
ている（澤﨑,2020,pp.1-6）。日本語 COIL とは、必ずしも英語を使うことにこだ












同大学では、2018 年に米国の DePaul 大学との間で「多文化を超えた原爆の倫
理的論争」というテーマで実験的におこなわれた授業実践を中心に報告されてい













 3.1 開講に向けた経緯 
筆者が担当する COIL 型授業のパートナー大学は、本学と大学間交流協定がある
インドネシアの Bina Nusantara University（以降、BINUS とする。）である。筆者
は海外短期研修プログラムとして毎年 3 月に約 2 週間のインドネシア・プログラム
（以降、IP とする。）を実施しているが、その訪問校の一つである。2020 年 3 月の
IP でも 4 日間の日程で BINUS 学生（人文学部日本語学科）と合同でフィールドワ




















 3.2 授業の設計 
本学では、教養科目「異文化コミュニケーション共同演習」として開講した。BINUS
との共通テーマを、「SDGs からみた Before-After Pandemic の社会変化」とし、
COVID-19 の世界的感染拡大のなかで日本やインドネシアで発生している社会変化
に焦点をあてることとした。双方の学生で 3 グループを形成し、グループごとに調
査テーマを話し合って決める。調査テーマは、SDGs の 17 分野から 1 分野を選択す
る他は、自由に設定できる。選択した分野は、最後の発表まで原則同じ分野で進める
こととしている 5。 
授業スケジュールは表 1 のとおり、全 13 回（105 分/回）の授業を、第 1 セクショ
ン（第 1～2 回、第 13 回）、第 2 セクション（第 3～6 回）、第 3 セクション（第 7～



















授業回  月日  
合同 /  
本学のみ  
授業概要  
第 1 回  10 月 7 日  本学のみ  
オリエンテーション  
 講義内容・BINUS 大学紹介  
 受講生のグループ化  
第 2 回  10 月 14 日  合同  
BINUS とのオリエンテーション  
 講義内容、テーマの確認  
 アイスブレイク、グループ間交流  
第 3 回  
第 1 ラウンド  





第 4 回  10 月 28 日  本学のみ  
各グループ進捗報告と質疑応答  
第 5 回  11 月 4 日  本学のみ  
各グループ進捗報告と質疑応答  
 グループ内課題の共有  
第 6 回  11 月 11 日  合同  
第 1 回 発表・議論  
（BINUS 一般学生および教員参加） 
第 7 回  
第 2 ラウンド
11 月 18 日  
合同  
第 2 回発表の概要発表  
テーマ変更 1 回のみ可能  
 質疑応答・コメント  
第 8 回  12 月 2 日  本学のみ  
各グループ進捗報告と質疑応答  
第 9 回  12 月 9 日  合同  
第 2 回 発表・議論  
（BINUS 教員参加）  
第 10 回  
第 3 ラウンド
12 月 16 日  
合同  
第 3 回発表の概要確認  
 質疑応答・コメント  
第 11 回  12 月 23 日  本学のみ  
各グループ進捗報告と質疑応答  
 
第 12 回  1 月 6 日  合同  
第 3 回 最終発表・議論  
（BINUS 非受講生および教員参加） 




論文作成 準備  
















 3.3 学生間のコミュニケーション  






















 場  手段  
授業  
時間内  
両校合同授業  Zoom 


















教員から履修学生への連絡  LINE 
 両校教員間の打ち合わせ  Zoom 
E-mail 
写真 1：Zoom 利用時の模様  




表 3：中間アンケートの質問項目（筆者作成）  
 
4.  本授業の実践過程における課題 
4.1 中間アンケートから判明したこと 
  本学の履修学生に第 1 回目の合同発表が終わった時点で、授業の振り返りと改善
のために中間アンケートを実施した 7。アンケート項目は表 3 のとおりで全て記述式
である。 
 1 履修するにあたり、本授業に期待していたことは何ですか。（なぜ、履修を希望しましたか？）  
2-1 現時点で、本授業を履修してみて良かった点、評価できる点は何でしょうか。  
2-2 その理由を教えてください。  
3-1 BINUS 学生と共同で作業や議論をしてみて思ったことは何でしょうか。  
3-2 そのように思ったのは、なぜでしょうか。具体的事例も教えてください。  
4-1 現時点で、履修をして感じた「難しさ」があれば、どのような観点でのよいので教えてください。  
4-2 そのように感じたのは、なぜでしょうか。具体的事例も教えてください。  
5 最後に、この授業に関する改善点を教えてください。  
 




















て、さしあたり以下の 2 点が指摘できる。 
  まず第 1 に、オンラインによる合同授業は履修学生の主体的な学習をうみだして
いることである。本授業では、各グループ共にコミュニケーションに苦労しながら 1



































  他方で、COIL 型授業のようなオンライン・プログラムが、VR（仮想現実）技術
の応用など、今後さらに進化していくとするならば、逆説的であるが、オンサイト、
すなわち現地に赴くことの意義、現地に行くことしか得られないものは何かが問わ










1 COIL 以外に、例えば、米国の De Paul 大学では、GLE(Global Learning 
Engagement)というオンラインの国際交流授業を実践している。また、Virtual 
Exchange、Globally Networked Learning、Telecollaboration 等の名称による取り
組みもある（藤掛・山岸,2019,p.1）。 
2 米国 TurnitinLLC が提供する Turnitin Feedback Studio である。また、クラウド
サービス・アプリとしては、FlipGrid を使用しているという。  
3 本学の参加学生は 7 名、BINUS 学生は 20 名という構成であった。 
4 IP では帰国後に、事後講義の位置づけとなる科目（国際協力実践演習Ⅱ）を開講
しており、その中で BINUS との合同発表会を開催した。  
5 ただし、1 回のみ分野を変更することも可能とした（第 7 回授業時）。  
6 本学の履修者は、経済学部、システム工学部、観光学部から構成されている。
BINUS 側は全員日本語学科である。  
7 本アンケートは 2020 年 11 月 11～17 日の間に Google Form で提示し 9 名全員から
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